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卒業証書授与式並びに修了式式辞より（抜粋） 
佐呂間町立浜佐呂間小学校長  佐々木 寿 彦 

 

柔らかな太陽の日射しが日ごとにその輝きを増し、新しい春の訪れが感じられる季節となりま

した。この春の良き日に、浜佐呂間小学校を巣立っていく涼太くん、卒業おめでとう。それから、

一年間、勉強や運動に励んできた在校生の皆さん、修了おめでとう。（中略） 

さて、本日、涼太くんを送り出すにあたって、心にとどめておいて欲しい私の願いをお話しし

てお祝いの言葉としたいと思います。 

君は、今、十二歳。十年前の自分や一年生の時の自分と比べてみると、自分ができるようにな

ったことは、たくさんありますね。でもそれは、ある日急にできるようになったわけではなく、

毎日の積み重ねで少しずつ自分の力となっていったのです。失敗したこと、後悔したこと、いっ

ぱいあると思います。しかし、その失敗も、後悔も、君の成長には必要なものだったのです。こ

れまでの成長において、無駄なことは、一つもないのです。だから、これからの十年も、毎日の

積み重ねで成長していってください。たくさん挑戦してください。たくさん努力してください。

一生懸命努力しても、自分の望む結果にはならないかもしれません。でも、一生懸命努力したこ

とは、必ず自分の力になっていきます。他の人と比べて、自分はできていない、自分には無理だ、

と思う必要は、全くありません。比べるべきは、昨日の自分です。昨日の自分よりも少し成長す

るということを繰り返して、十年後の自分をつくってください。 

ここで、相田みつをさんの「道」という詩、いくつかある中から、ひとつを紹介します。 

「道 歩くから 道になる 歩かなければ 草が生える」 

これは、思い切って一歩を踏み出せば、そこに道は開ける。一歩を踏み出さなければ、周りに

は草が生えてしまい、進むべき道が見えなくなる。そんな意味です。これから先、楽しいことば

かりでなく、不安なこともいっぱいあると思います。それでも、勇気を持って一歩を踏み出して

ください。きっと道は開けます。君の夢や希望の実現を心から願っています。（中略） 

涼太くん、さあ、新しい中学という海に出て行きます。自分の夢や希望の実現に向けての船出

です。浜佐呂間小学校の卒業生として誇りを持って船出してください。ますますの活躍を 心か

ら祈念し、式辞といたします。 

 

 

保護者・地域の皆様、この一年、本校の教育活動にいつも温かいご理解とご協力、ご支援をいただきま

しことに、改めて感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 
 

 

学校の教育目標 

「明日の郷土を拓くたくましい子ども」 
学ぶ子 心豊かな子 健やかな子 

今年の重点目標 

「短文の主旨を的確につかめる子の育成」 

http://www.taka.co.jp/tada/detail.php?id=1304&cid=4&cid2=9
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/


 

 

 

 

 この春、１名の異動があります。 

○佐々木 寿彦 校長（在籍２年） 

   雄武町立雄武小学校へ異動 

   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

   

３月１日（金）に、６年生を送る会がありました。 

 １・２年生からの出し物は、６年生に関するお題で 

の「なんでもバスケット」、３～５年生は「しっぽとり 

おひっこし」「せんおに」のゲームを企画・進行しま 

した。どの子からも「６年生といい思い出を作りた 

い」「感謝の気持ちをあらわしたい」という思いが伝わ 

ってきて、心温まる会となりました。６年生もとても 

喜んでいましたよ。 

 

 
  

 

 

 

  

 
 
 
 

４月浜の予定 

日 曜 行 事 

１ 月 年度始休業日 

２ 火  

３ 水  

４ 木  

５ 金  

６ 土  

７ 日  

８ 月 着任式・始業式（午前授業） 

９ 火 交通安全指導 

10 水 交通安全指導 あおぞら号 

11 木 交通安全指導 

12 金  

13 土  

1４ 日  

15 月 
全校朝会 二計測・視力・視力検査 

ＰＴＡ総会 

16 火 委員会・代表委員会 

17 水 歯科検診 

18 木 全国学力学習状況調査（６年） 

19 金 防犯教室（１・２年） 

20 土  

2１ 日  

22 月 全校朝会（任命式） 

23 火 
児童質問紙調査（６年） 

内科検診 14:00～ 

24 水 参観日 あおぞら号 

25 木  

26 金  

27 土  

2８ 日  

29 月 昭和の日 

3０ 火  

31 水  

 

お世話になりました 

 

感謝の気持ちをこめて 

子どもたちの活躍③ 

 

 あっという間の２年間でした。振り返ってみると、

新型コロナウイルス感染症におびえながらも、子供

たちに何とかいい学習ができないだろうか? 楽しい

学校生活を送らせることができないだろうか? とい

うことをずっと考えながら過ごした日々だったよう

に思います。しかしながら、毎日、子供たちみんなと

会話を交わし、一日一日成長する子供たちを見るこ

とができたのは、教職員の頑張りと、保護者の皆様、

地域の皆様のご理解とご協力のおかげと感謝してい

ます。もっともっと、保護者･地域の皆様と交流をさ

せていただきたかったのですが、残念ながら異動す

ることになってしまいました。浜佐呂間での経験を

生かし、次の赴任地でもさらに頑張りたいと思いま

す。本当にお世話になりました。皆様の今後のますま

すのご発展をお祈りし、お礼の言葉といたします。 

 「読書感想文・感想画コンクール」「林野火災標語」で入賞しました。おめでとうございま

す。 

【読書感想文コンクール】          【読書感想画コンクール】 

・最優秀賞 土門 涼太さん（６年）     ・優秀賞 矢島 羽菜さん（５年） 

【林野火災標語】 

・佳作 伊藤 未咲さん（５年） 「火遊びは 山火事のもと きけんだよ」 

・佳作 土門 涼太さん（６年） 「大丈夫 その一言が 火事の元」 

 


